
7月10。

頭目第　3　6　0　号甜

日
郡
行

2

5

賀

発

．
遠
桐
県
牒

月
岡
巻

毎
福
水

健康教室

六
月
二
十
四
日
え
ぶ
り
山
荘
で
は
、
老
人
の
た
め
の
健
康
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
っ
た
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
石
田
保
健
所
長
の
健
康
管
理

の
講
演
を
聞
い
た
あ
と
、
中
央
ホ
ー
ル
で
吉
田
小
の
下
由
教
頭
の
指
導
に

よ
る
、
い
つ
で
も
で
き
る
老
人
向
き
の
体
操
を
習
い
ま
し
た
。

－
．
ｎ
目
測
仙
川
ｌ
・伽
蜘

棚
脚
亜
ル
川
Ⅶ

．
＝
　
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｌ

謝Ｈ　　
　

．

．

．

Ｈ

柚

　

ｈ

ｍ

‖

刑

情

帖
調
肝
脚

誹
∬
臓

ⅢⅢ刷肺腑Ⅲ

ヽ

・

－

、
、

ヽ
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一
㍉
一
一
一
一
一
針

老
後
を
し
あ
わ
せ
に

暮
ら
す
た
め
に
も
加
入
を

日
本
国
民
で
あ
れ
ば
男
女
を
問
わ
ず
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳

ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
も
老
後
を
し
あ
わ
せ
に
暮
す
た
め
に
も
年
金
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
生

活
の
苦
し
い
人
の
た
め
に
申
出
に
よ
っ

て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。
保
険
料
を
未
納
で
放
っ
て
い
ま

す
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
定
額
保
険
料
　
年
額
千
四
百
円

・
附
加
保
険
料
（
割
増
分
）

月
額
千
八
百
円

通
算
老
齢
年
金
　
厚
生
年
金
な
ど
他

の
公
的
年
金
の
期
間
を
加
え
て

障
害
年
金
　
け
が
や
病
気
に
な
っ
た

と
き母
子
・
準
母
子
年
金
　
夫
が
死
亡
し

子
ど
も
が
十
八
歳
未
満
の
と
き

遺
児
年
金
　
両
親
を
亡
く
し
た
遺
児

に
十
八
歳
ま
で

寡
婦
年
金
　
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に

年　　　 金　　　 額　　　　 －（月額 ）

項　　　 目 改　 正　 前 改　 正　 後

老 令 年 金

4 0 年 加 入 4 5 ，28 0 円 ［　 52 ・00 0円

2 5 年 加 入 28 ，30 0 円 32 ，50 0円

1 0 年 年 金 1 7 ，68 8円 2 0 ，50 0 円

5 年 年 金 13 ，00 0円 15 ，00 0 円

障 害 年 金

1　　　 級 35 ，37 5円 4 1 ，25 0 円

．2　　　 級 28 ，30 0円 33 ，00 0 町

母　　 子　　 年　　 金 28 ，3 0 0円 33 ，00 0 円

準　 母　 子　 年　 金 第 2 子 よ り 第 2 子 よ り

遺　 児　 年　 金 800円 増 し 2 ，00 0 円 増 し

死　 亡　 一　 時 ，金 3 年 ～ 15 年未 満

17 ，0 0 0円 ．

15年 ～ 20 年奉 満 3 年 ～ 20 年未 満

21 ，00 0円 23 ，0 0 0円

老　 令 ・福　 祉　 年　 金 12 ，00 0円 13 ，5 0 0円

障 害 福 祉 年金　 1 級 18 ，00 0 円 20 ，30 0 円

2 級 12 ，00 0 円 13 ，50 0 円

母　 子　 福　 祉　 年　 金 ． 15 ，60 0 乱 17 ，60 0 円

第 2子 よ り800 円 第2子 よ り2，00 0円

死
亡
し
た
と
き
（
妾
が
六
十
歳
か
ら
六

十
五
歳
ま
で
の
と
き
）

死
亡
一
時
金
　
途
中
で
死
亡
し
た
と

き

ま
た
、
年
金
は
国
営
で
す
か
ら
国
が

次
の
よ
う
な
負
担
を
し
て
い
ま
す
。

の
給
付
観
の
三
分
の
一

は
免
除
さ
れ
た
期
間
の
全
額

糾
附
加
年
金
給
付
額
の
四
分
の
一

伸
そ
の
他
事
務
費
の
全
額
負
担

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
、
次

の
よ
う
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

老
齢
年
金
　
六
十
五
歳
か
ら
掛
金
に

応
じ
て

年
　
金
　
法
　
の

国
民
年
金
の
改
正
案
が
五
月
の
国
会

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

障
害
・
遺
児
年
金
に

通
算
制
度
を
創
設

他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
国
民
年
金

制
度
へ
移
っ
た
直
後
に
障
害
と
な
っ
た
ゝ

者
に
つ
い
て
は
、
現
在
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
限
り
障
害
福
祉
年
金
が
支
給
さ

イ
〃
ノ

改
　
正

少れ
、
て
い
ま
す
が
、
前
に
加
入
し
て
い
た

公
的
年
金
制
度
の
期
間
を
含
め
て
保
険

料
納
付
期
間
が
一
年
以
上
あ
り
、
か
つ

置
近
の
前
一
年
間
に
保
険
料
の
免
除
か

滞
納
が
な
け
れ
ば
、
拠
出
制
の
障
害
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
児
年
金
で
も
、
父
ま
た
は

母
が
他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
移
っ
て
＼

き
た
向
後
に
死
亡
し
た
よ
う
な
場
合
、

以
前
加
入
し
て
い
た
公
的
年
金
制
度
の

年
間
に
保
険
料
の
免
除
か
滞
納
が
な
け

れ
ば
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
年
金
の
廃
疾
認
定
日

三
年
を
一
年
六
ケ
月
に
短
縮

廃
疾
認
定
日
は
、
障
害
年
金
の
受
給

権
の
有
無
を
判
断
す
る
基
準
と
な
る
日

で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
内
部
疾
患
の
場
合

に
は
、
初
診
日
か
ら
三
年
目
を
廃
疾
認

定
日
と
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
正

は
、
傷
病
が
治
ら
な
い
場
合
に
は
廃
疾

認
定
日
を
初
診
か
ら
一
年
六
ケ
月
を
経

過
し
た
日
ま
で
短
縮
さ
れ
ま
し
薫

．
1
保
険
料
の
改
定

保
険
料
は
昭
和
五
十
二
年
四
月
分
か

併

給

制

限

の

緩

和

患
給
や
年
金
な
ど
の
他
の
年
金
と
の

併
給
限
度
額
が
二
十
四
万
か
ら
二
十
八

万
円
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

所
得
制
限
の
緩
和

期
間
を
含
誓
い
保
険
料
納
付
済
期
間
、
ｌ
ち
月
額
二
千
二
百
円
吃
引
き
上
燐
り
れ

が
一
年
以
上
あ
り
、
か
つ
直
近
の
漸
一
ま
す
。
㍉
∴

－
、

項　　　　 目 改　 元 一前 改　 正　 後

本人所 得 600 ，000円 700 ，000円

扶 査 1 人 762 ，500円 920 ，000円

扶養義務者環、

配偶㌻

6 ，049 ，30 0円 5，73 3，000円

＼
扶養 1 人 6 ，306 ，80 0円 5，98 2，000円
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世帯の種類別と支給対象者の収入

生
活
困
窮
世
帯
に
越
盆
見
舞
金
を
支
給

65歳以上の 60歳 から
41歳か ら59 2 0歳 か ら40

世
廿

歳の夫婦で
12歳か ら14
歳の子 ども
2 人 を含む

歳 の夫婦で

12歳 か ら14
歳 の子 ども
2 人を含 む

宙
の

夫　　　 婦 64歳の夫婦
種
類
別

50 ，945円 49 ，565円 97．49 7円 99，22 2円

の支
収拾
入対
富書

町
で
は
生
活
田
窮
世
帯
に
越
盆
見
舞

金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

◇
対
象
者

・
生
活
保
護
基
準
額
に
一
五
㌫
増
額

し
た
所
得
以
下
の
世
帯
　
ノ

・
月
収
入
は
家
族
全
員
を
合
算
し
た

も
の
で
、
年
間
の
十
二
分
の
一
額

◇
受
給
手
続
き

・
各
地
区
の
民
生
委
員
に
七
月
十
七

日
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
後
は
い
っ
さ
い
受
付
け

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
年
金
（
息
給
も
含
む
）
受
給
者
は

証
書
の
記
号
番
号
と
年
金
額
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
支
給
方
法

・
民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

民
生
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

を
町
が
審
査
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
町
厚
生
課
民
生
係
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

生
保
の
医
療
券
発
行
は
保
護

カ
ー
ド
と
印
鑑
が
必
要
で
す

生
活
保
護
世
帯
の
か
た
で
、
医
療
券

の
発
行
を
求
め
ら
れ
た
り
、
ま
た
、
い

ろ
ん
な
こ
と
を
お
た
ず
ね
に
な
る
と
き

は
、
手
続
き
を
す
る
と
き
に
必
要
で
す

か
ら
生
活
保
護
カ
ー
ド
と
印
鑑
を
是
非

持
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◇
軟
式
庭
球

・
一
般
男
子
の
部

優
勝
　
福
田
・
三
浦
組

・
中
学
男
子
の
部

優
勝
　
岩
崎
・
浦
田
組

・
中
学
女
子
の
部

優
勝
　
岡
本
・
吉
田
組

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
一
般
男
子
の
部

優
勝
　
水
巻
町
役
場

・
一
般
女
子
の
部

優
勝
　
頃
末
チ
ー
ム

・
中
学
女
子
の
部

優
勝
伊
左
座
一
、
．
二
年

◇
卓
球
・
一
般
男
子
の
部

優
勝
　
行
徳
和
友

・
一
般
女
子
の
部

高松下水処理場が完成
三ッ威区に建設されていた卜水処：理場が7月に完成しま

した。

嬢工費6億340万円を賛してできたこの処理場では、町

改良住宅73軒ヨ、県営住宅700戸（建設予定）、住宅公団

1，500戸、合計2，938芦の下水処理が行われます。

消
防
設
備
士
試
験

◇
試
験
日
　
8
月
2
2
日

◇
試
験
会
場

九
州
英
数
学
舘
Ｃ
福
岡
市
中
央
区
舞

鶴

1

～

5

）

北
九
州
大
学
（
北
九
州
市
小
倉
南
区

北
方
）

◇
試
験
の
種
類

一
甲
種
消
防
設
備
士
（
第
1
～
5
類
）

乙
種
消
防
設
備
士
（
第
1
～
7
類
）

◇
受
験
手
数
料

甲

種

　

1

、

5

0

0

円

乙

種

　

1

、

0

0

0

円

◇
巾
込
受
付
場
所
と
受
付
期
間

福
岡
県
民
生
部
消
防
災
害
諜

7

月

1

9

日

7

2

1

日

北
九
州
市
消
防
局

7

月

1

5

日

～

1

6

日

　

　

！

六
百
五
名
が
参
加

年
々
盛
ん
に
な
る

町
民
体
育
大
会

六
月
二
十
七
日
、
町
民
体
育
競
技
大

会
〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
剣
道
、

軟
式
庭
球
、
弓
道
（
六
月
十
三
日
）
の

五
種
目
〕
が
開
か
れ
ま
し
た
。

年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
こ
の
大
会

で
す
が
、
こ
の
日
も
朝
早
く
か
ら
会
場

に
多
数
の
選
手
が
つ
め
か
け
、
各
種
目

と
も
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◇
弓
道

優
勝
　
小
木
玲
子

・
中
学
男
子
の
部

優
勝
　
板
橋
　
享

・
中
学
女
子
の
部

優
勝
　
榎
園
早
苗

◇
剣
道
・
小
学
生
団
体
の
部

優
勝
　
猪
熊
剣
道
少
年
団

・
中
学
生
団
体
の
部

優
勝
　
机
少
年
団

・
個
人
戦
一
位

小
学
四
年
生

ク
　
五
年
生

ク
　
六
年
生

－
神
学
一
年
生

・
寸
〃
　
二
年
生

、
ク
　
三
年
生

松
本
哲
治

斉
藤
　
寛

田
端
泰
徳

樋
口
　
渡

堀
野
善
久

羽
田
野
大
二
郎

団
体
の
部
　
優
勝
　
新
日
鉄
Ａ

女
子
の
部
　
ク
　
岡
田
ト
ヨ

◇
願
書
交
付
場
所
遠
賀
郡
消
防
本
部
も

有
段
者
の
部

無
段
者
の
部

一
1
－
1
’
　
　
　
　
ヽ

ヽ
、

、

．

ヽ

ク
　
戎
　
政
実

ク
ハ
　
碇
・
脇
一

高
鮮
大
網
鴇
響
1

一
般
の
部

優
勝
　
国
武
忠
義
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涼
し
い
学
習
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

暑
い
夏
に
あ
な
た
も
涼
し
い
と
こ
ろ

で
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
町
立
学
習
等
供
用
施
設
（
古

賀
区
・
第
三
保
育
園
二
階
）
　
を
今
年

も
、
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
夏
休
み
期

間
中
、
開
放
し
ま
す
。

冷
房
を
完
備
し
、
ま
た
、
よ
り
一
そ

う
図
書
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
「
勉
強

の
手
伝
い
を
す
る
学
習
室
」
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◇
場
　
所
　
古
賀
区
水
巻
町
立
第
三
保

育
園
二
階
（
学
習
等
供
用
施
設
）

◇
使
用
日
　
7
月
2
1
日
～
8
月
3
1
日

◇
休
館
日
　
日
曜
日
お
よ
び
8
月
1
4
・

1

5

．

1

6

日

◇
使
用
時
間
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

◇
使
用
料
　
無
料

◇
保
有
図
書
　
国
民
百
科
辞
典
、
一
般

辞
書
、
日
本
の
歴
史
、
算
数
の
探

検
、
学
習
カ
ラ
ー
百
科
他
、
水
巻
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
寄
贈
書
籍
．

母

子

保

健

相

談

◇
日
時
　
7
月
1
6
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
育
児
相
談
指
導
、
身
長
、
体

魂
測
定
（
家
族
計
画
は
都
合
に
よ
り

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

成

人

病

教

室

今
月
は
お
休
み

先
日
行
い
ま
し
た
巡
回
検
診
を
こ
の

成
人
病
教
室
に
変
え
ま
す
。
た
だ
し
、

精
密
検
診
に
つ
い
て
は
月
末
に
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
必
要
と
す
る
か
た
に
の

み
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

税
務
大
学
校
学
生
募
集

税
務
大
学
校
普
通
科
研
修
生
は
、
国

家
公
務
員
採
用
初
級
試
験
（
税
務
）
の

合
格
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
、
給
与
を

受
け
な
が
ら
一
年
間
の
研
修
を
受
け
、

卒
業
と
同
時
に
「
大
蔵
事
務
官
」
に
任

官
し
、
税
務
署
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

△
受
験
資
格
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
か

ら
3
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
男

子
▽
願
書
受
付
　
7
月
1
2
日
～
2
1
日

（
提
出
先
・
人
事
院
九
州
事
務
局
）

▽
第
一
次
試
験
　
1
0
月
3
日

▽
問
合
せ
　
人
事
院
九
州
事
務
局
（
蟹

0
9
2
・
4
3
1
・
7
7
3
3
）
、

若
松
税
務
署
（
晋
7
6
1
・
2
5
3

6
）福

岡
県
警
察
官
募
集

◇
試
験
日
・
試
験
地

8
月
8
日
、
福
岡
市
酉
区
、
城
南
高

等
学
校

◇
資
格
　
紹
和
2
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
3
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

水の事故防止

夏は海水浴など水と緑の深い季節ですが、

毎年水難事故により尊い人命が失われていま

す。このような水難事故はちょっとした注意

によって未然に防げるものです。

〕次のことに気をつけて水難事故をなくし、
∴楽しい夏を過しましょう。

ト子どもたちだけでは海水浴に行かせないよ

うにしましょう。

ト天気の患い日の海水浴はやめましょう。

ト長時間泳ぐのはやめ、途中で必ず休憩時間

をとりましょう。

ト泳ぐ前には必ず準備体操をしましょう。

火事と救急は「691・0119」番へ早

く正確に通報しましょう。

なお、バルサンを使用すると白煙が出ます

ので、綻所の人に知らせるとともに、消防署

にも連絡をしておきましょう。

．1．－

男
子
や
大
学
の
卒
業
者
、
ま
た
は
来

年
卒
業
見
込
み
の
者

◇
受
付
期
間
　
1
6
月
2
8
日
～
7
月
2
7
日

◇
申
込
み
と
お
た
ず
ね
　
福
岡
市
中
央

区
天
神
1
の
1
の
1
、
福
岡
県
警
察

本
部
警
務
課
試
験
係
（
雷
0
9
2
・

7
4
1
・
2
2
3
1
）

ご

　

み

　

出

　

し

　

は

朝
七
時
半
ま
で
に

こ
れ
ま
で
ご
み
を
出
す
時
間
は
、
朝

八
時
半
ま
で
に
と
、
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
が
、
夏
期
は
物
が
腐
放
し
や
す
く

悪
臭
を
出
す
な
ど
、
衛
生
上
よ
く
あ
か

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
期
間
、

ご
み
は
朝
の
涼
し
い
時
間
（
午
前
七
時

半
ま
で
）
に
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◇
期
間
　
7
月
ｌ
日
～
8
月
3
1
日

ご
み
袋
一
枚
十
円

申
込
み
は
収
集
の
と
き
に

町
で
は
ご
み
袋
を
一
枚
十
円
で
お
世

ノ
話
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
か
た
は
、
ご

み
の
収
集
に
来
た
と
き
、
直
接
運
転
手

さ
ん
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
人
一
人
の
心
が
け
で

河
川
を
美
し
く

町
内
に
は
曲
川
を
は
じ
め
堀
川
・
羅

漢
川
な
ど
、
小
さ
な
河
川
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

こ
の
河
川
に
ご
み
な
ど
を
括
る
と
、

ご
み
が
腐
敗
も
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
源
と

＼
も
な
り
ま
す
。

住
民
の
か
た
全
員
で
河
川
を
た
い
せ

っ
に
す
る
と
と
も
に
、
住
み
艮
い
壌
墳

㌔
つ
く
り
に
て
協
の
く
だ
さ
い
。

・
′
∵
／
↑

離
婚
後
も
婚
姻
中
の
姓
を

名
の
る
こ
と
が
で
き
ま
す

民
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
成
立
し
、
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
婚
姻
の
と
き
氏
を

改
め
た
人
は
、
離
婚
を
し
て
も
離
婚
後

三
ケ
月
以
内
に
戸
籍
法
の
定
め
る
届
出

を
す
れ
ば
、
婚
姻
中
に
称
し
て
い
た
氏

を
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
三
ケ
月
以

内
〔
今
年
三
月
十
五
日
以
降
）
に
離
婚

し
た
人
で
、
す
で
に
婚
姻
前
の
氏
に
も

ど
っ
て
い
る
人
も
、
今
年
の
九
月
十
五

日
ま
で
に
届
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻
中
に

称
し
て
い
た
氏
を
再
び
称
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
「
随
等
瞳
等
ｈ
ｔ
ｔ
等
”
“
1
、
．
ｒ
ｈ
Ｊ
ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｕ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ｌ
ぷ

ｉｉ　　耳ｒ’曜　在　宅　医
7月11日　坂口医院　婦人科．頃末　691・2943

18日　楠本医院　内・児科　頃末　691・2873

2増　村日医院　内・児科　頃末　691・0745

8甲彗永料医院耳鼻科頃末691・0386
診察時間は9時から17時、原則として往診はしません。

ロ
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
疎
　
衡
　
門
　
口
　
嘱
　
集
　
水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
－
4
3
2
1
）
　
　
□
　
印
　
刷
・
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


